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第20回 河
か ほ く ぐ ん

北郡一向一揆と加賀木
き ご し

越の合戦

河北潟から周囲に湖水を引き込み一村要塞化した加賀木越合戦の地（金沢市：左が馬渡川、右が血の川）

　戦国末期の元
げん き

亀元年（1570）９月、大坂石山の本
願寺11世顕

けん

如
にょ

光
こう さ

左が、諸国の同寺門徒に蜂起を促し、
次いで一揆勢が、摂津国海

え

老
び

江
え

に在陣していた織田信
長方を夜襲したことから ｢石山合戦｣ が始まった。以
来11年間の長きにわたって、本願寺・一向一揆方と
信長との間で戦闘が展開されたが、天正８年（1580）
３月17日に至り、前

さきのさだいじん

左大臣近
こ の え

衛前
さき

久
ひさ

の仲介による
正
おおぎまち

親町天皇の勅
ちょくめい

命によって、講和が成立した。
　信長は、勅命を奉じて顕如を赦免し、顕如の大坂退
城と、既に占拠していた加賀国江

えぬま

沼・能
の

美
み

両郡の本願
寺への返付等を含む誓

せい

書
しょ

を天皇に送り、本願寺と和睦
する旨を誓った。
　一方、顕如も翌閏

うるう

３月５日、本願寺の坊
ぼう

官
かん

と共に、
信長との和議を天皇に誓約した。顕如は、同年4月、
石山本願寺より紀伊国鷺

さぎのもり

森（現和歌山市）に退去し、
ここに石山合戦は終結する。しかしこれは、本願寺・
一向一揆の信長への屈服を意味した。

■ 織田方柴田軍の北加賀侵攻
　だが信長と本願寺の和
睦が、未だ現地に伝わっ
ていなかったため、閏３
月５日、織田方の越前柴
田勝家軍が、手取川を越
え、北加賀の石川郡に
侵攻した。勝家は同郡の
宮
みやのこし

腰（現金沢市金
かな

石
いわ

地区）

に陣を取り、諸所に放火した後、同郡野々市に拠る一
向一揆勢を討ち取って追い払い、多くの船や兵粮米等
を分捕ったと、『信

のぶ

長
なが

公
こう き

記』にみえている。
　その後柴田軍は、次第に北加賀の平野部を焼き払い
ながら河

かほく

北郡から国境を越えて越中の安
あんようじ

養寺（現小矢
部市）付近まで攻め進んだ。そうした状況のなかで、
信長は同月11日付で、本願寺顕如に、南加賀の江沼・
能美両郡返付の約束を伝える一方で、北加賀に進軍中
の柴田勝家に、本願寺との和議成立を報じ、加賀にお
ける一向一揆方との休戦を命じた。
　しかし信長の休戦命令が、勝家の陣営に届いたのが、
11日から数日を経た後であったらしく、未だその報
に接していなかった柴田軍の部将佐

さ

久
く

間
ま

盛
もり

政
まさ

（勝家の
甥）は、密かに河北郡一向一揆の軍事的拠点となって
いた同郡木

きごし

越の攻略を目論んでいた。

■ 佐久間盛政の木越攻略
　閏３月14日、佐久間盛政勢による一向一揆方の木
越砦

とりで

攻撃が、不意に敢行された。このとき佐久間勢に、

金沢学院大学 名誉教授金沢学院大学 名誉教授

※1　「（天正８年）閏３月30日付織田信長黒印状」（長家文書、長和連氏蔵、穴水町歴史民俗資料館保管）
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※２　 加賀白山麓（山内）の門徒組織で４組から構成される。山内惣中の旗本鈴木出羽守を城主とする鳥越城は、天正８年（1580）柴田
勝家方の佐久間盛政により落城する。

能登からやってきた織田方の長
ちょう

連
つら

龍
たつ

勢が加勢した。
　『長

ちょうけ

家家
か

譜
ふ

』によれば、そのとき連龍は、柴田勝家・
佐久間盛政と軍議のため、金沢に向かっていた。途中
河北郡の柳

やなぎばし

橋（現金沢市柳橋町）で、武具を長
なが

持
もち

に潜
ませ何食わぬ顔で進んできた盛政と遭遇する。そこで
連龍は盛政に、どこに行くのかと尋ねたが明かさな
かったため、強いて詰問したところ、木越（現金沢市
木越町）の光

こうりんじ

琳寺を討つために、密かに向かっている
ことを打ち明けた。これを聞いた連龍は、是非ともそ
れに加勢させて欲しいと懇願し、加わることになる。
この結果佐久間勢は木越の大

おおてぐち

手口、長
ちょう

勢は木越の搦
から

手
めて

大
おお

浦
うら

口
ぐち

から、同時に攻め入ったとされている。
　河北潟の潟

かた

渕
ぶち

に位置する木越の地は、石山合戦の始
まった頃から、村の周囲を掘って壕

ほり

をめぐらせ、潟か
ら湖水を引き込み、その内側に土塁を積み、一村ご
と要塞化の観を呈していた。世に ｢木越の三

さん

光
こう

」と
呼ばれた、河北郡一向一揆の大坊主である光

こうとくじ

徳寺・
光
こうりんじ

琳寺・光
こうせんじ

専寺をはじめ、小
おだ け

竹三
さぶ

郎
ろう

・勧
かんぎょうぼう

行坊・般
はん

若
にゃ

院
いん

・大
だいじょうぼう

乗坊・石
いし

黒
ぐろ

覚
かく ざ え も ん

左衛門・英
あがた

田の三
さぶ

郎
ろう

・高
たか

桑
くわ

八
はち

郎
ろう

・
粟
あわ

ヶ崎
さき

真
しん

代
だい

坊
ぼう

など、河北郡の本願寺派の坊主・門徒衆
が、結束してここに楯

たて

籠
こも

り、柴田軍に対し頑強な抵抗
を続けていたとされる。
　佐久間盛政が急襲を企てた意図は、北加賀一向一揆
の軍事的中核をなす河北郡一揆の壊滅と、加賀一向一
揆の本営である金

かな

沢
ざわ

御
みど う

堂と越中・能登の門徒を結ぶ道
を断ち切ることであった。

■ 木越光琳寺の奮戦
　さらにこの合戦では、木越光琳寺の豪勇無双の働き
が、後世にまで永く語り伝えられることになった。白
鉢巻きの出で立ちで、鉄棒を振るう烈火のごとき奮戦
に、佐久間勢の側で討たれるものが多かったとされる。
だがさしもの光琳寺も、やがて眉間を槍で突かれ、壮
絶なる戦死を遂げたという。その首は、討ち取った佐
久間方の服

はっ

部
とり

伴
ばん

内
ない

によって、盛政に差し出された。こ
のとき光琳寺の幼

おさ

子
なご

は、密かに家
かぼく

僕に助けられ、海路
奥能登鳳

ふげし

至郡の剱
つる

地
ぎじ

（現輪島市門前町剱地）の地に逃
れたとされている。
　また一揆方の小竹三郎は、長連龍の家臣大

おお

原
はら

光
みつ

朝
とも

に

討たれ、木越の城中に攻め入り、光徳寺めがけて襲い
かかった長勢に対し、大

おお

薙
なぎ

刀
なた

を振るって抗戦した勧行
坊も、長家臣の加

かとう

藤将
しょうげん

監の槍に付き伏せられ落命した。
　一方、木越砦を攻めた長連龍軍でも、大原光朝・
上
うえの

野甚
じん

七
しち

郎
ろう

らが討死し、浦
うらの

野孫
ま ご え も ん

右衛門は負傷したとさ
れる。そのほか17歳で佐久間軍に加わり、木越合戦
に参加した安

やすい

井久
きゅうえもんの

右衛門尉
じょう

は、槍傷三ヵ所を負って奮
闘したことから、盛政より守

まもり

脇
わき

差
ざし

を下賜された。
　木越の合戦で勝利し、河北郡一揆を壊滅させた知ら
せは、閏３月22日に、柴田勝家と長連龍から、早速
織田信長の許に伝えられ、信長は、同月30日付の連
龍に充てた返書※1に、｢粉骨の趣、尤も以て神妙｣ と
賞し、｢賀

がし

州
ゅう

凶
きょ

徒
うと

ら過半討ち果たし候段、心地よく候｣
と認めていた。
　この結果、加賀国では一向一揆の平野部の拠点は、
｢金沢一城（御堂）｣ のみとなり、同月24日に柴田勝家
は、同盟関係にあった越後上杉方の越中松倉城主河

かわだ

田
長
なが

親
ちか

の家士らに、金沢御堂の攻略近きを告げ、陥落は
遠からずの見通しを伝えていた。
　加賀一向一揆の門徒組織である加

かし

州
ゅう

四郡衆
しゅうちゅう

中と山
やま

内
うち

惣
そうちゅう

中※2に、本願寺顕如から、信長との勅命講和にとも
なう加賀での休戦が伝えられたのは、木越陥落後の４
月に入ってからであった。

一向一揆との合戦における柴田・佐久間・長軍の進路

鳥越城落城と白山麓門徒の解体については、北陸経済研究所HP（過去の調査レポート/北陸歴史探訪）をご覧ください。
　北陸歴史探訪第10回　「白山麓鳥越城と加賀一向一揆の解体」（北陸経済研究2025年６月号）
　https://www.hokukei.or.jp/contents/pdf_exl/hokuriku-rekishi2506.pdf
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